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研究成果の概要： 
『ナーマサンギーティ』（以下 NS）は，種々の名をもって文殊を称讃する文献である。これま

での研究によって、NS においては、文殊を頂点に置いて「本初仏」（すべての仏菩薩の根源と

なる者）として解釈をしており、智慧を象徴する菩薩であるだけでなく悟りへ導く者として説

示していることがわかった。 

また、NS の第 115 偈頌を典拠として、インド仏教において膨大かつ重要なマンダラとして認識

されている「法界語自在マンダラ」が説かれていることが今回の研究で明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 

「『ナーマサンギーティ（Nāmasa�gīti, 文殊

真実名経）』（以下 NS）を知らない者は持金剛

の智身を知らない。持金剛の智身を知らない

者は真言乗(mantrayāna)を知らない」と仏教

史で最も遅れて成立したとされる『カーラチ

ャクラ・タントラ』の註釈書『ヴィマラプラ

バー』が説くように、NS は仏教タントラ（密

教経典）の教義上の根幹となる重要な文献と

して認識されている。NS のサンスクリット校

訂本は 1887 年にロシアの学者ミナイェヴに
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よって発表されている。しかし、この経典に

関する研究はあまりなされていない。最近改

めて、NS がネパール仏教はじめインド仏教・

密教を研究する上で不可欠であることが再

認識され、その方面の研究が注目されている。 

 NSは8世紀にインドで成立したとされてい

る仏教タントラである。これは 167 の韻文と

散文によって構成されており、韻文部分は、

文殊の様々な名前を列挙し唱えることで、彼

の特質を称讃する内容となっている。一方、

散文部では、その“名を唱えることによって

得られる功徳”が説かれている。NS そのもの

には特定の思想や儀礼等は説かれてはいな

い。裏を返せば柔軟な解釈が可能であり、結

果的に複数の註釈者がそれぞれの立場から

註釈をした文献が生まれた。チベットの大学

僧プトンは、それらの註釈文献を三種―①瑜

伽タントラ流儀からの註釈、②無上瑜伽タン

トラ流儀からの註釈、③時輪タントラ流儀―

に分類している。このように一つの経典が複

数の異なった立脚点から解釈されているこ

とは仏教史上、稀である。 

 NS はネパールやチベットの仏教寺院で今

日でも毎日唱えられ、広く親しまれ、かつ同

経に対する註釈及や儀礼文献等がチベット

大蔵経典に 200あまりの諸文献が収録されて

いる。さらにサンスクリット語写本、または

ネワール語を混えたサンスクリット語写本

も多く現存している。このように、生きた伝

統と共に豊富な資料が存在するという利点

に注目し、本研究者は博士論文のテーマとし

て NS を取り上げた。その際、現存する多く

の註釈書の中、上述した①瑜伽タントラの立

場からの諸註釈、特にマンジューシュリーキ

ールティ(9-10 世紀)が著した『ナーマサンギ

ーティ大註釈』(Tohoku 2534, Otani 3357; 以

下 NST)を中心資料とし、その立場から NS が

どのように解釈されているかを考察し、その

全体像を明らかにした。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、上記の三種の分類を用い

て、NS の内容が複数の註釈者からどのように

解釈されているかを考察する。NS における同

じ箇所に対するそれぞれの註釈者の異なっ

た解釈を比較・分析することを通じて、仏教

思想における概念的な言葉の解釈の展開を

探ることを目的とする。 

 
３．研究の方法 

(1) 本研究においては文献研究と現地調

査研究の二つの方法をとる。すなわち、複

数の立場から著された NS に関する諸註釈

にネワール語の写本（「ネワール語」という

地元の言語で書かれた文献であるためこれ

まであまり扱われてこなかった）を使用し

た詳細な文献研究と、ネパールの仏教寺院

における現地調査を行う。 

(2) まず、NS に関するサンスクリット語

原典、チベット語訳、漢訳の諸文献を扱う

だけではなく、ネパールで流布しているネ

ワール語を混えたサンスクリット語の写本

も扱う。中心資料として①瑜伽タントラの

立場からの諸註釈、特にマンジューシュリ

キールティ(9-10 世紀)が著した『ナーマサ

ンギーティ大註釈』(Tohohu 2534, Otani 

3357; 以下 NST)に加え、②無上瑜伽タント

ラの立場からの註釈書であるアドバヤバジ

ュラ（11-12 世紀）著 『ナーマサンギーテ

ィ広釈』 (Tohoku 2094， Otani 2943;以下

NSV)、③時輪タントラ流儀からの釈書であ

るラビシューリージュニャーナ(12-13 世

紀) 著『アムリタカニカー』(Tohoku 1395， 

Otani 2111;以下 AK)を用い、その解読を行

う。また、必要に応じてマーヂャミカナン

ダ（Tohoku 2540; Otani3357）、 ヴィラー

サヴァジュラ（Toh 2533; Ota 3356）、チャ



 

 

ンドラゴーミン（Tohoku 2090; Otani3363）

他の註釈者が表したものも参照し、諸註釈

者による NS の内容の解釈の変遷をみる。 

(3) 今回はネパールに伝わっている NS の

解釈も参照する。これに関して、サンスク

リット語とネワール語が混ざっている写本

を精読する。その際、「ネパール・アーカイ

ブ」や地元の僧侶が個人的に持っている写

本（特に 18-19 世紀にネパールで活躍した

アムリターナンダ等著名な学者の著作にみ

る解釈を含むもの）を用いる。さらに、ネ

パールのバハーとバヒーと呼ばれているカ

トマンズ盆地の仏教寺院に伝播されて NS

及びそれに関する儀礼・図像の調査を行な

う。 

 それまでに精読した諸資料（NS の三種の

立場からの註釈書及びネパールに伝わって

いる解釈）の内容を考察する。本研究の成

果を自らの言語能力を駆使し日本語、英語、

ヒンディー語、ネパール語、ネワール語で

国内外の学会で幅広く公開する。収集した

資料、及び研究成果をより効率的に活用で

きるようデジタル化したデータのオンライ

ン化に努める。 

 

４．研究成果 

（１）第一年目（平成 19 年度）は、『ナー

マサンギーティ』（以下 NS）に関する註釈の

中で、マンジュシュリー・キールティ著『ナ

ーマサンギーティ大註釈』と共にアドヴァヤ

ヴァジュラ著『ナーマサンギーティ広釈』）

及びラヴィシュリージュニャーナ著『アムリ

タカニカー』の精読を行なった。さらに、NS

関連の文献として、マーヂャミカナンダ著

『ナーマサンギーティ註』（Tohoku 2540、 

Otani 4831）に加え、マンジュシュリー・キ

ールティ著『マンダラ儀礼』（Tohoku 2589、 

Otatani 3416）の解読を進めた。 

（２）二年目（平成 20 年度）にも NSに関す

る諸註釈の精読を引き続き行なった。 

さらに、他の文献とのより詳細な比較を目的

として、仏教文献全体で文殊の解釈がどのよ

うに展開されてきたかを明らかにすること

を試みた。特に、仏教タントラ文献に見られ

る文殊の位置づけを明確にするために、これ

までの註釈文献に加えて、『大日経』を始め

とする諸タントラとそれぞれの註釈文献な

どに見られる文殊に関する記述の解読を進

めた。 

（4）ネパールにおける NS の受容形態や伝承

の在り方を明らかにするために、ネパールの

仏教寺院において、そこに伝わる読誦の手法、

儀礼、マンダラ、図像の記録・写真撮影を行

った。さらに、文献的に解釈の受容を分析す

るために、現地で収集した個人所有の NS に

関連する写本（ネワール語による註釈が加え

てあるもの）に加えて、現在英国のケンブリ

ッジ大学に保管されている写本、特に

Bendall Catalogue No. 1323 の解読をも進め

ている。 

 そこでこれまで得られた成果の一部をこ

こで報告する。 

①既に述べて来たように NS にはマンダラな

どに関する言及が存在しない。「法界語自在

マンダラ」はインド密教において重要なマン

ダラとして認識され、これは NS に基づいた

マンダラとして知られている。しかし、それ

を説く典拠となっている偈頌は明らかにさ

れていない。そこで、上記で示した文献の記

述を考察した結果、「法界語自在マンダラ」

を説く典拠は NS の第 115 偈頌であることを

明確にすることができた。さらにその名称は

元来の「虚空の如く無垢であり極めて清浄な

法界の智の心髄という大マンダラ」から展開

したものであることも明らかにした。 

また、このマンダラの名称が後に「法界語自



 

 

在マンダラ」として広く知られるようになっ

た背景には、アヴァヤーカラグプタ（11-12C）

の著作の影響が大きいことも示した。このよ

うにマンダラの典拠やマンダラ名称の変更

を明らかにすることはインド仏教思想の成

立を解明する上で重要な資料であると考え

る。 

②NS では図像の説明も存在しない。しかし

「ナーマサンギーティ文殊」として様々な図

像が伝わっている。その中でも一面十二臂の

「ナーマサンギーティ文殊」の文殊図像はも

っとも有名であり、その信仰はネパールでは

広く浸透している。そこで、ネパールの仏教

寺院、博物館（日本をはじめネパール国外の

博物館を含む）、個人蔵など多様な形態で現

存する「ナーマサンギーティ文殊」の作例を

取り上げ、その典拠と図像的な特徴を考察し

た。 

 現存する「ナーマサンギーティ文殊」の作

例からみるとそれは新旧の二種に分けられ

ることが判明した。また、現地調査で得られ

た新しい資料（1571 年の奥書を持つ写本）に

基づいていえば、旧型の「ナーマサンギーテ

ィ文殊」図像の確立が、遅くとも１６世紀で

あることが明確になった。新型の図像は１９

世紀後半から２０世紀の初頭には確立して

いたことを推測される。また、現在ネパール

では、「ナーマサンギーティ文殊」といえば、

旧型よりむしろ新型の図像を指すことが多

いも明らかになった。 

 さらに、この一面十二腎の「ナーマサンギ

ーティ文殊」は「ナーマサンギーティ」に説

かれる本初仏としての文殊の姿をネパール

において図像化したものであると考えられ

る。 

③ 大乗文献における文殊については既に

研究がなされており、智慧を司る文殊菩薩は、

最初教主の一人として登場するが、後にその

地位が次第に向上し「一切仏・菩薩の母父」

としての解釈にまで至る。タントラ文献中で

も『大日経』には眷属の一人として登場し、

智または煩悩を能断する般若を象徴する。

『理趣広経』や『超勝三界経』において文殊

はマンダラの中尊となる。そして、NS におい

ては文殊を頂点に置き、「本初仏」として進

化させている。つまり、文殊は智慧を象徴す

る菩薩であるのみに留まらず、悟りへ導く者

となり、やがて「本初仏」というすべての仏

菩薩の根源となる者として展開していくこ

とが明らかになった。「本初仏」という言葉

は最も遅れて成立したタントラの『カーラチ

ャクラタントラ』の重要な述語でもある。故

に、同タントラの成立を探る上で重要な資料

であり、インド仏教思想の流れを知ることに

もつながると考える。そのために「本初仏」

あるいは「本初仏思想」の更なる考察を要す

る。そこで文殊を「本初仏」とし、また「本

初仏」の意味を含む多くのキーワードが用い

られている文献は他でもなく NS そのもので

あるため、その註釈類に見られる解釈を検証

することが今後の課題となる。  

上記の研究成果は既に学会で発表してお

り、さらに学術雑誌にも既に掲載されてい

る。さらにこれまで得られた成果（文献解

読と現地調査によるもの）を更なる研究に

加え、今後とも学会で発表し、学術雑誌に

掲載する予定である。 
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